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サンクチュアリ教会およびＵＣＩを支持する人々の言説の誤り（4）

父
母
定
着
実
体
み
言
宣
布
天
宙
大
会

を
最
終
完
成
・
完
結
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
、

お
父
様
の
前
に
奉
献
し
ま
す
」
と
い

う
〝
特
別
宣
布
式
〟
を
さ
れ
ま
し
た

（
同
、
二
〇
一
二
年
六
月
号
、
19
ペ
ー

ジ
）【
写
真
左
】。

　

そ
し
て
、
そ
の
七
日
後
の
同
年
四

月
二
十
一
日
に
韓
国
・
清

チ
ョ
ン

心シ
ㇺ

平
和

ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
で
、
真
の
お
父

様
は
「
天
地
人
真
の
父
母
様
特
別
集

会
」
を
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
み

言
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　　
「『
天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』

四
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
が
広
め
る
金
鍾
奭
著

『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
〝
虚
偽
〟

を
暴
く
（
1
）

―
―
「
天
一
国
の
な
い
基
元
節
を
出

発
」
は
、
み
言
隠
蔽
に
基
づ
く
悪
意

の
解
釈

　　

真
の
お
父
様
は
そ
の
生
涯
路
程
に

お
い
て
、
真
の
父
母
と
し
て
の
使
命

成
就
を
勝
利
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
、

教
理
研
究
院

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
説
の
誤
り
（
４
）

二
〇
一
〇
年
に
真
の
お
母
様
と
の

「
最
終
一
体
」
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
四
月
に
は
「
天
地
人
真

の
父
母
定
着
」
を
宣
布
さ
れ
、
さ
ら

に
「
天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了
」

を
成
就
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
二
〇
一
三
年

天
暦
一
月
十
三
日
、
歴
史
的
な
「
基

元
節
」
を
迎
え
、
実
体
的
天て

ん

一い
ち

国こ
く

の

出
発
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る

「
郭
グ
ル
ー
プ
」）
側
が
二
〇
一
六
年

の
秋
頃
か
ら
日
本
で
集
会
を
行
っ
て

広
め
て
い
る
金キ

ㇺ

鍾ヂ
ョ
ン

奭ソ
ㇰ

著
『
統
一
教

会
の
分
裂
』
は
、〝
天
一
国
の
な
い

基
元
節
を
出
発
し
た
〟
と
主
張
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
真
の
父
母

様
の
「
最
終
一
体
」
と
「
天
地
人
真

の
父
母
定
着
」
と
い
う
歴
史
的
勝
利

を
否
定
し
、
そ
の
書
を
読
む
者
を
し

て
、
真
の
お
父
様
と
真
の
お
母
様
の

関
係
を
疑
う
よ
う
に
し
む
け
さ
せ
、

お
母
様
を
お
と
し
め
て
い
ま
す
。

　
（
１
）「
最
終
一
体
」
宣
言
後
の
真

の
お
父
様
の
認
識
は
、〝
天
地
人
真

の
父
母
定
着
完
了
〟

　

真
の
お
父
様
は
二
〇
一
〇
年
六
月

十
九
日
（
天
暦
五
月
八
日
）
と
同
年

六
月
二
十
六
日
（
天
暦
五
月
十
五

日
）、
米
国
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
真
の

お
母
様
と
の
「
最
終
一
体
」
を
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

真
の
父
母
様
は
こ
の
「
最
終
一

体
」
の
宣
言
か
ら
十
二
日
後
の
同
年

七
月
八
日
、
韓
国
・
天

チ
ョ
ン

正ヂ
ョ
ン

宮グ
ン

博
物

館
で
「
天
地
人
真
の
父
母
定
着
実
体

み
言
宣
布
大
会
」
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
【
写
真
左
】。

　

そ
し
て
、
翌
年
五
月
二
十
六
日
に

は
、
韓
国
・
仁イ

ン

川チ
ョ
ンで
「
天
地
人
真
の

父
母
定
着
実
体
み
言
宣
布
天
宙
大
会
」

を
開
催
さ
れ
、「
皆
様
、
今
日
、
私

た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
は
、

歴
史
的
な
大
天
宙
的
革
命
期
で
す
。

歴
史
を
変
え
、
霊
界
と
地
上
界
を
一

つ
に
し
て
、
神
様
が
太
初
か
ら
願
っ

て
こ
ら
れ
た
理
想
天
国
を
こ
の
地
上

に
創
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
天

宙
的
革
命
期
で
す
。
こ
れ
以
上
、
延

二
十
二
日
）
に
、
真
の
お
父
様
は

「
神
様
と
人
類
の
責
任
が
完
結
さ
れ

る
天
の
国
の
憲
法
が
何
か
と
い
え
ば
、

『
天
地
人
真
の
父
母
定
着
』
で
す
。

そ
れ
さ
え
成
れ
ば
、
全
て
が
終
わ
る

0

0

0

0

0

0

の
で
す

0

0

0

。
…
…
『
天
地
人
真
の
父
母

定
着
』、
そ
れ
で
全
て
が
終
わ
る
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
す

0

0

」（『
ト
ゥ
デ
イ
ズ
・
ワ
ー
ル
ド 

ジ
ャ
パ
ン
』
二
〇
一
二
年
五
月
号
、

43
ペ
ー
ジ
）
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　　

そ
の
予
告
ど
お
り
、
真
の
お
父
様

は
二
〇
一
二
年
四
月
十
四
日
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
天

チ
ョ
ン

和フ
ァ

宮グ
ン

で
「
天
地
人
真
の

期
し
た
り
、
延
長
す
る
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。
天
は
既
に

0

0

0

0

、
二
〇
一
三
年

一
月
十
三
日
を
『
基
元
節
』
と
し
て

宣
布
し
ま
し
た
。
実
体
的
天
一
国
の

0

0

0

0

0

0

0

始
発

0

0

で
あ
り
、
起
源
と
な
る
日
が
正

に
そ
の
日
な
の
で
す
」（
韓
日
対
訳

『
天
地
人
真
の
父
母
定
着
実
体
み
言

宣
布
天
宙
大
会
』
39
～
41
ペ
ー
ジ
）

と
宣
布
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　　

さ
ら
に
真
の
お
父
様
は
世
界
巡
回

を
さ
れ
、
天
宙
大
会
を
各
地
で
開
催

し
て
い
か
れ
、
二
〇
一
二
年
の
「
真

の
神
の
日
」（
天
暦
一
月
一
日
〈
陽

暦
一
月
二
十
三
日
〉）
の
年
頭
標
語

は
「
天
地
人
真
の
父
母
勝
利
解
放
完

成
時
代
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
真
の
お
父
様
は
、
同
年

三
月
に
真
の
お
母
様
を
日
本
に
遣
わ

さ
れ
、「
天
地
人
真
の
父
母
様
勝
利

解
放
完
成
時
代
宣
布
大
会
」
を
開
催

さ
れ
、
そ
の
大
会
の
よ
う
す
を
巨コ

文ム
ン

島ド

で
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
大
会
に
同

参
さ
れ
ま
し
た
【
写
真
下
】。

　

そ
の
勝
利
圏
の
上
で
、
第
五
十
三

回
「
真
の
父
母
の
日
」（
陽
暦
三
月

解 説

が
、
こ
の
本
（
講
演
文
）
の
題
名
で

す
。
天
地
人
が
真
の
父
母
と
な
っ
て

定
着
す
る
教
材
・
教
本
だ
と
い
う
の

で
す
。
…
…
あ
な
た
が
た
も
批
評

を
せ
ず
、『
こ
の
言
葉
ど
お
り
に
一

度
生
き
て
み
た
い
』
と
考
え
る
人

が
、
福
を
受
け
て
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
…
…
創
造
主
の
資
格

を
も
っ
て
、
最
後
に
万
王
の
王
と
父

母
の
先
祖
の
中
の
先
祖
と
な
り
う
る

勝
利
の
覇
権
の
栄
光
の
宝
座
に
座
る

人
は
、
億
千
万
代
に
お
い
て
た
だ
一

0

0

0

つ
の
夫
婦

0

0

0

0

で
あ
っ
て
、
二
つ
は
い
ま

せ
ん
。
夫
婦
が
二
つ
で
す
か
、
一
つ

で
す
か
。
万
国
の
王
た
ち
、
偽
者

た
ち
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
多
い
の
で

す
か
。
万
王
の
王
は
お
一
方
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

（「
K
M
S
中
和
新
聞
」
二
〇
一
二

年
四
月
二
十
七
日
号
）

　　
「
天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了
」

の
講
演
文
を
も
っ
て
挙
行
さ
れ
た
こ

の
大
会
で
、
真
の
お
父
様
は
「
栄
光

の
宝
座
に
座
る
人
は
、
億
千
万
代
に

お
い
て
た
だ
一
つ
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、

二
つ
は
い
ま
せ
ん
。
…
…
万
王
の
王

　

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
は
、
真
の
お
父
様
の
み
言
と
伝
統
が
真
の
お
母
様
に
よ
っ
て
覆

さ
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
お
母
様
の
な
さ
る
こ
と
を
こ
と
ご
と
く
否
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
「
郭ク
ァ
ㇰグ

ル
ー
プ
」）
は
、
日
本
で
集
会
を
行
っ
て
『
統
一
教
会

の
分
裂
』（
日
本
語
訳
）
と
い
う
書
籍
を
広
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
書
に
は
誤
訳
や
み
言

改か
い

竄ざ
ん

が
散
見
し
、
お
父
様
と
お
母
様
が
分
裂
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
論
じ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
の
主
張
は
、
真
の
お
父
様
が
真
の
お
母
様
と
共
に
立
て
て
こ
ら
れ
た
勝
利
圏
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
真
の
父
母
様
を
中
心
と
す
る
統
一
家
の
一
体
化
を
損
ね
る
も
の
で

す
。
前
回
に
引
き
続
き
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
お
よ
び
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言

説
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
総
合
的
に
理
解
し
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
真
の
父
母
様
宣

布
文
サ
イ
ト
（http://trueparents.jp/

）」
の
掲
載
文
や
映
像
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

教
理
研
究
院

　

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
は
「
青
い
字
」
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
主
張
は
「
茶
色
の
字
」
で

区
別
し
て
い
ま
す
。
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は
お
一
方
で
す
」
と
語
ら
れ
、
天
一

国
の
「
万
王
の
王
」
が
お
一
方
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
、「
億
千
万
代
に
お
い
て
た

だ
一
つ
の
夫
婦
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ

れ
が
文ム

ン

鮮ソ
ン

明ミ
ョ
ン・

韓ハ
ン

鶴ハ
ㇰ

子チ
ャ

ご
夫
妻
で
あ

ら
れ
る
こ
と
を
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
お
父
様
は
「
天
地
人

真
の
父
母
定
着
」
を
発
表
さ
れ
、〝
天

地
人
真
の
父
母
定
着
完
了
〟
を
成
し

遂
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
が
、
真
の
お
父
様
が
真
の
お

0

0

0

母
様
と
共
に

0

0

0

0

0

、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二

〇
一
二
年
に
か
け
て
「
最
終
一
体
」

の
摂
理
を
歩
ま
れ
な
が
ら
、
全
人
類

に
対
し
て
公
式
的
に
発
表
し
て
お
ら

れ
る
、
お
父
様
ご
自
身
の
〝
定
着
完

了
〟
に
関
す
る
認
識
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
が
広
め
る

金
鍾
奭
著
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、

こ
の
よ
う
な
真
の
お
父
様
ご
自
身
の

認
識
を
無
視
し
て
、
お
父
様
と
真
の

お
母
様
は
一
体
と
な
っ
て
お
ら
れ
な

い
と
い
う
〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟

を
創
作
し
て
い
ま
す
。

　

（
２
）『
統
一
教
会
の
分
裂
』
に
書

か
れ
た
〝
秘
密
文
書
〟
に
関
す
る
み

言
隠
蔽

①
金
鍾
奭
氏
の
「
創
始
者
は
韓
鶴
子

と
一
体
に
な
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う

主
張
の
欺
瞞

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
が
述
べ
る

「
創
始
者
は
韓
鶴
子
と
一
体
に
な
れ

な
か
っ
た
」
と
い
う
主
張
は
、
真
の

お
父
様
の
み
言
の
〝
隠
蔽
〟
に
基
づ

く
策
略
的
な
言
説
で
あ
り
、
誤
り

で
す
。
ま
ず
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』

の
問
題
と
な
る
箇
所
を
以
下
、
引
用

し
ま
す
。

　　
「（
真
の
お
父
様
は
）
二
〇
一
〇
年

二
月
十
九
日
、
自
分
の
宗
教
的
理
想

と
統
一
教
会
の
目
的
、
そ
し
て
絶
対

者
・
神
様
の
夢
が
叶
う
『
天
一
国
』

が
二
〇
一
三
年
陰
暦
一
月
十
三
日
の

『
基
元
節
』
を
期
し
て
成
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
宣
言
し
た
。
ま
た
、

全
統
一
教
会
人
は
基
元
節
に
天
一
国

実
現
の
為
に
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。
…
…
責

任
を
果
た
せ
な
け
れ
ば
、
二
〇
一
三

年
陰
暦
一
月
十
三
日
は
天
一
国
の
な

い
基
元
節
に
な
る
の
で
あ
る
」（『
統

一
教
会
の
分
裂
』
54
～
55
ペ
ー
ジ
。

カ
ッ
コ
（　

）
の
な
か
の
言
葉
は
教

理
研
究
院
の
補
足
。
以
下
、
同
様
）

　　
「
二
〇
〇
九
年
七
月
十
二
日
、
創

始
者
（
注
、
真
の
お
父
様
）
が
韓
鶴

子
を
神
様
の
夫
人
の
位
置
に
立
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
及
す
る
」

（
同
、
1
5
7
ペ
ー
ジ
。
注
、
こ
の

虚
偽
の
主
張
に
対
す
る
反
論
は
後
述
）

　　
「
二
〇
一
〇
年
七
月
の
状
況
で

…
…
創
始
者
は
こ
の
日
ま
で
韓
鶴
子

と
一
体
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
吐

露
し
て
い
た
。『
創
始
者
と
一
つ
に

な
る
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、
韓

鶴
子
が
創
始
者
の
志
に
絶
対
服
従
す

る
こ
と
を
言
い
、
真
の
家
庭
の
真
な

る
母
と
し
て
、
真
の
お
父
様
の
真
な

る
妻
と
し
て
、
人
類
の
前
に
真
の
父

母
と
し
て
の
責
任
と
使
命
を
果
た

す
こ
と
を
言
う
」（
同
、
1
7
8
～

1
7
9
ペ
ー
ジ
）

　

　
「
創
始
者
は
、
韓
鶴
子
が
（
真
の

お
父
様
）
自
身
と
一
つ
に
な
る
と
い

う
約
束
を
根
拠
に
『
完
全
に
一
体
を

成
し
た
』
と
い
う
宣
布
を
し
た
。
秘

密
文
書
の
約
束
を
守
ら
な
け
れ
ば
、

創
始
者
の
こ
の
宣
布
は
無
効
に
な

る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
」

（
同
、
1
8
0
ペ
ー
ジ
）

　　
「
創
始
者
が
韓
鶴
子
に
対
す
る
残

念
な
感
情
…
…
を
集
中
的
に
表
出
し

始
め
た
時
期
は
、
大
体
二
〇
〇
〇
年

度
末
と
考
え
ら
れ
る
。
摂
理
に
対
す

る
無
知
、
創
始
者
を
不
信
す
る
韓
鶴

子
の
態
度
な
ど
に
言
及
し
な
が
ら
、

創
始
者
に
絶
対
服
従
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
教
示
し
た
。
…
…
韓
鶴
子

が
完
成
し
た
と
い
う
趣
旨
の
言
及
後

に
も
、
創
始
者
が
韓
鶴
子
の
未
成
熟

と
不
信
を
強
く
叱
責
し
な
が
ら
、
絶

対
服
従
す
る
こ
と
を
言
及
し
て
い
る

の
を
考
え
る
時
、
私
た
ち
が
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
創
始
者
の
苦
心

が
あ
っ
た
に
間
違
い
な
い
」（
同
、

2
4
5
～
2
4
6
ペ
ー
ジ
）

　

　

こ
の
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
、
前
項
で
述
べ
た
真
の

お
父
様
ご
自
身
の
認
識
と
は
異
な
っ

て
お
り
、〝
真
の
お
母
様
は
お
父
様

と
一
体
に
な
っ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〟
と
い
う

テ
ー
マ
で
一
貫
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
で
す
。

　

金
鍾
奭
氏
は
、「
真
の
お
母
様
が

完
成
し
た
」
と
い
う
根
拠
で
あ
る

「
最
終
一
体
」
を
さ
れ
た
と
い
う
み

言
に
つ
い
て
も
、「
秘
密
文
書
の
約

束
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
創
始
者
の
こ

の
宣
布
は
無
効
に
な
る
と
い
う
意
味

も
含
ま
れ
て
い
る
」（
1
8
0
ペ
ー

ジ
）
と
、
か
っ
て
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

真
の
お
父
様
ご
自
身
は
、「
最
終

一
体
」
の
宣
布
の
後
、
天
和
宮
で

「
最
終
完
成
・
完
結
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う

〝
特
別
宣
布
式
〟
を
し
て
お
ら
れ
、

さ
ら
に
は
「
天
地
人
真
の
父
母
定
着

0

0

完
了

0

0

」
を
宣
言
し
て
お
ら
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
金
鍾
奭
氏
は
、
真
の

お
母
様
は
お
父
様
に
絶
対
服
従
せ
ず

に
歩
ま
れ
た
と
論
じ
て
お
り
、
そ
の

こ
と
に
対
し
て
お
父
様
が
「
韓
鶴
子

（
真
の
お
母
様
）
の
未
成
熟
と
不
信

を
強
く
叱
責
し
な
が
ら
」（
2
5
4

ペ
ー
ジ
）
歩
ん
で
お
ら
れ
た
の
だ
と
、

虚
偽
の
主
張
を
し
て
い
ま
す
。

　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
に
は
〝
み

言
隠
蔽
〟
と
、
自
分
に
都
合
良
く
み

言
を
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々

を
惑
わ
そ
う
と
す
る
〝
悪
意
〟
が
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
②
み
言
隠
蔽
に
基
づ
く〝
秘
密
文
書
〟

に
対
す
る
悪
意
の
解
釈

　

金
鍾
奭
氏
は
、
前
述
の
よ
う
に

「
二
〇
一
〇
年
七
月
の
状
況
で
…
…

創
始
者
は
こ
の
日
ま
で
韓
鶴
子
と
一

体
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
吐
露
し

て
い
た
」
と
述
べ
ま
す
。
彼
は
、
そ

の
根
拠
と
し
て
韓
国
家
庭
連
合
の
機

関
誌
『
統
一
世
界
』
二
〇
一
〇
年
六

月
号
の
10
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
の

み
言
を
引
用
し
て
い
ま
す
。（
注
、

以
下
の
訳
文
は
『
統
一
教
会
の
分
裂
』

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
）

　　
「
見
な
さ
い
。
天
暦
二
〇
一
〇
年

五
月
十
五
日
（
陽
暦
六
月
二
十マ

マ五

日
）、
こ
れ
が
ナ
ン
バ
ー
１
で
す
。

ア
リ
ア
（
ホ
テ
ル
）
か
ら
出
発
し
た

最
後
の
日
に
訓
示
し
た
も
の
で
す
。

…
…
そ
の
日
が
重
要
で
す
。
そ
れ
が

お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
が
最
後
に
宣

言
し
た
秘
密
文
書
で
す
。
こ
れ
は
昼

夜
の
神
様
も
知
ら
な
い
も
の
で
す
。

天
暦
二
〇
一
〇
年
五
月
十
五
日
午
前

三
時
三マ

十マ

五
分
と
は
何
な
の
か
。
そ

の
時
の
出
来
事
を
中
心
に
、
そ
の
後

の
方
針
を
密
か
に
お
母
さ
ん
と
約
束

し
ま
し
た
。
間
違
い
な
く
、
お
母
さ

ん
が
お
父
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
歩

む
と
約
束
し
た
時
間
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
お
母
さ
ん
が
お
父

さ
ん
と
一
つ
に
な
っ
て
行
く
と
い
う

話
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
様
と
世

界
に
公
布
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
を
公
布
し
た
時
間
が
、
天
暦
二
〇

一
〇
年
五
月
十
五
日
午
前
三
時
二
十

五
分
で
し
た
。
こ
の
三
時
二
十
五
分

が
重
要
で
す
。
三
時
は
三
時
代
を
示

し
、
二
十
五
分
は
百
年
を
中
心
と
し

て
四
分
の
一
年
を
示
し
ま
す
。

　

堕
落
し
た
世
界
の
終
幕
前
に
お
い

て
お
母
様
が
お
父
様
と
神
様
を
中
心

と
し
て
約
束
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

天
暦
二
〇
一
〇
年
五
月
十
五
日
午
前

三
時
二
十
五
分
の
出
来
事
で
し
た
。

そ
れ
が
題
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
て
『
二
十
五
分
は
一
〇
〇
の
四

分
の
一
数
に
該
当
し
、
三
時
は
初
不

得
三
（
精
進
す
れ
ば
成
功
す
る
の

意
味
）
の
三
時
代
を
代
表
し
、
旧

約
・
新
約
・
成
約
時
代
の
完
成
・
完

結
・
完
了
の
時
代
を
迎
え
、
真
の
お

父
様
と
真
の
お
母
様
の
最
終
一
体
圏

が
完
成
・
完
了
し
た
全
体
・
全
般
・

全
権
・
全
能
の
時
代
を
奉
献
す
る
こ

と
を
表
す
！
』
と
し
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
全
て
入
る
の
で
す
。
純
潔
・
純

血
・
純
愛
の
完
備
を
見
る
ア
リ
ア
ス

カ
イ
（
A
r
i
a 

S
k
y
）
ス
タ

ジ
オ
で
、
天
暦
五
月
八
日
（
陽
暦
六

月
十
九
日
）
二
十
分
に
発
表
完
結
さ

れ
る
！
と
言
い
ま
し
た
。
全
て
が

終
わ
っ
て
お
母
様
と
完
全
に
霊
界

に
奉
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
祈
祷

を
捧
げ
た
時
間
で
す
。『
完
結
さ
れ

る
、
ア
ジ
ュ
！
』
と
な
っ
て
い
る
の

で
終
わ
っ
た
の
で
す
」（
1
7
8
～

1
7
9
ペ
ー
ジ
）
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サンクチュアリ教会およびＵＣＩを支持する人々の言説の誤り（4）

　　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、
真
の

お
父
様
が
語
っ
て
お
ら
れ
る
「
秘
密

文
書
」
と
は
、
天
暦
二
〇
一
〇
年
五

月
十
五
日
午
前
三
時
二
十
五
分
に
、

真
の
お
母
様
と
お
父
様
が
宣
言
を
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
母
さ
ん

と
お
父
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
歩
む

と
約
束
し
た
時
間
で
あ
る
と
解
釈
し

ま
す
。

　

金
鍾
奭
氏
の
欺
瞞
は
、
彼
の
著
書

に
肝
心
の
「
秘
密
文
書
」
の
具
体
的

な
内
容
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

部
分
を
意
図
的
に
カ
ッ
ト
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
金
鍾
奭
氏
が
引
用
し
た

韓
国
機
関
誌
『
統
一
世
界
』
二
〇
一

〇
年
六
月
号
の
続
き
の
部
分
に
は
、

真
の
お
父
様
が
「
秘
密
文
書
」
と
言

わ
れ
る
具
体
的
内
容
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　
「
三
時
二
十
五
分
に
オ
モ
ニ
（
お

母
様
）
を
オ
モ
ニ
と
し
て
定
め
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

神
様
お
母
様
（
ハ
ナ
ニ
ム
オ
モ
ニ
）、

実
体
の
オ
モ
ニ
、
真
の
父
母
の
オ
モ

ニ
、
ア
ボ
ジ
（
お
父
様
）
の
オ
モ
ニ
、

自
分
の
妻
、
自
分
の
ハ
ル
モ
ニ
（
祖

母
）
…
…
。
ア
ボ
ジ
（
お
父
様
）、

自
分
の
夫
、
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
の
息

子
二
人
ま
で
八
代
男
性
を
踏
ん
で
越

え
ら
れ
る
女
性
の
権
威
を
持
た
な
け

れ
ば
、
先
生
に
従
っ
て
天
国
に
入
れ

な
い
と
い
う
理
論
的
な
結
論
で
す
。

こ
こ
に
、
該
当
す
る
文
書
が
全
て
あ

り
ま
す
。
文
書
は
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
で
す
」（『
統
一
世
界
』

二
〇
一
〇
年
六
月
号
、
12
ペ
ー
ジ
）

　　

二
〇
一
〇
年
天
暦
五
月
十
五
日
午

前
三
時
二
十
五
分
、
真
の
お
父
様
は

真
の
お
母
様
を
お
母
様
と
し
て
定
め

ら
れ
、〝
最
終
一
体
〟
を
宣
布
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
部
分
が
「
秘
密

文
書
」
の
核
心
部
分
で
す
。

　

金
鍾
奭
氏
は
、
秘
密
文
書
の
約
束

を
守
ら
な
け
れ
ば
「
こ
の
宣
布
は
無

効
に
な
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て

い
る
」（『
統
一
教
会
の
分
裂
』
一
八

〇
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
ま
す
が
、
真
の

お
父
様
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
一
切

語
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
金
鍾
奭
氏

は
「
…
…
八
代
男
性
を
踏
ん
で
越
え

ら
れ
る
女
性
の
権
威
を
持
た
な
け
れ

ば
、
先
生
に
従
っ
て
天
国
に
入
れ
な

い
と
い
う
理
論
的
な
結
論
で
す
。
こ

こ
に
、
該
当
す
る
文
書
が
全
て
あ
り

ま
す
。
文
書
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
で
す
」
の
部
分
を

も
っ
て
、
秘
密
文
書
の
約
束
を
守
ら

な
け
れ
ば
「
こ
の
宣
布
は
無
効
に
な

る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
」

と
主
張
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
お
父
様
が
語
ら
れ
て
い
る
の

は
、
真
の
お
母
様
が
先
生
に
従
っ
て

天
国
に
入
る
た
め
に
は
「（
お
母
様

が
）
八
代
男
性
を
踏
ん
で
越
え
ら
れ

る
女
性
の
権
威
を
持
た
な
け
れ
ば
」

な
ら
な
い
の
で
、「
三
時
二
十
五
分

に
オ
モ
ニ
（
お
母
様
）
を
オ
モ
ニ
と

0

0

0

0

し
て
定
め
ま
す

0

0

0

0

0

0

」
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
り
、
文
書
が
守
ら
れ
る
こ

と
を
「
オ
モ
ニ
と
定
め
る
」
条
件
な

ど
と
は
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
真
の
お
父
様
は
、
真
の

お
母
様
を
オ
モ
ニ
と
定
め
ら
れ
た
だ

け
で
な
く
、「
天
地
人
真
の
父
母
定

着
完
了
」
ま
で
宣
布
し
て
お
ら
れ
る

の
で
す
。
金
鍾
奭
氏
の
問
題
点
は
、

そ
の
後
、
お
父
様
が
＂
定
着
完
了
＂

を
宣
布
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
無
視

し
て
論
じ
て
い
る
点
で
す
。

　

私
た
ち
は
二
〇
一
三
年
天
暦
一

月
十
三
日
、
真
の
お
父
様
が
す
で
に

0

0

0

宣
布
し
て
お
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
う
に
、
神
様

の
夢
で
あ
っ
た「
基
元
節
」
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
実
体
的
天
一
国
を

出
発
す
る
日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

日
に
は
、「
天
地
人
真
の
父
母
様
天
一

国
即
位
式
」「
天
一
国
基
元
節
入
籍
祝

福
式
」
が
挙
行
さ
れ
、
天
一
国
の
出

発
が
宣
布
さ
れ
、
同
時
に「
基
元
節

入
籍
祝
福
式
」
に
参
加
し
た
祝
福
家

庭
は
、天
一
国
に
入
籍
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
天
一
国
に
入
籍
し
た
祝
福

家
庭
に
は「
基
元
節
天
一
国
国
民
証
」

が
授
与
さ
れ
た
の
で
す【
写
真
】。

③
真
の
お
父
様
が
「
韓
鶴
子
を
神
様

の
夫
人
の
位
置
に
立
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
語
っ
た
と
す
る
虚
偽

　

ま
た
、
金
鍾
奭
氏
は
、『
統
一
教

会
の
分
裂
』
で
「
二
〇
〇
九
．七
．十

二　

創
始
者
が
韓
鶴
子
を
神
様
の
夫

人
の
位
置
に
立
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
言
及
す
る
」（
1
5
7
ペ
ー
ジ
）

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

彼
の
こ
の
主
張
は
誤
り
で
す
。
ま

ず
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
訳
文

を
以
下
、
引
用
し
ま
す
。

　　
「
お
母
さ
ん
が
ど
れ
ほ
ど
大
胆
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
原
理
原

則
を
中
心
と
し
て
天
の
国
の
天
法
生

活
に
入
る
と
一
遍
に
引
っ
か
か
り
得

る
状
況
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
勝
手
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
私
が

垣
根
に
な
っ
て
あ
げ
て
、
蘇
生
時
代

か
ら
国
家
解
放
圏
ま
で
も
お
母
さ
ん

を
保
護
す
る
責
任
を
今
し
て
い
ま
す
。

垣
根
と
な
る
こ
と
は
自
分
の
垣
根
圏

と
対
等
な
位
置
で
で
き
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
生
が
作
っ
た
垣
根
が

で
き
る
前
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
母

さ
ん
が
ど
う
し
て
神
様
の
夫
人
の
位

置
に
立
て
ま
す
か
。
堕
落
し
た
女
と

し
て
、
ど
う
し
て
真
の
父
母
の
夫
人

の
位
置
に
立
て
ま
す
か
。
真
な
る
僕

の
夫
人
の
位
置
に
も
立
て
ず
に
追
い

出
さ
れ
て
。
そ
れ
を
殺
し
て
し
ま
お

う
と
す
る
の
に
で
す
よ
。
そ
の
よ
う

な
人
を
掴
ま
え
て
神
様
の
夫
人
の
位

置
に
立
て
ま
す
か
。
そ
ん
な
馬
鹿
げ

た
行
動
が
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
」（
マ

ル
ス
ム
選
集
六
一
四
－
二
八
）

　　

以
上
の
訳
文
を
読
む
と
、
こ
の
み

言
は
、
真
の
お
母
様
に
対
す
る
真
の

お
父
様
の
忠
告
の
よ
う
に
読
め
、「
自

分
勝
手
に
生
き
て
お
ら
れ
る
お
母
様
」

と
い
う
意
味
に
読
め
て
し
ま
う
翻
訳

と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
、

「
そ
の
よ
う
な
人
を
つ
か
ま
え
て
神

様
の
夫
人
の
位
置
に
立
て
ら
れ
る
の

か
？ 

そ
ん
な
馬
鹿
げ
た
行
動
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
？
」
と
怒
っ
て
お
ら

れ
る
み
言
の
よ
う
に
読
む
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
事
実
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
文
章
を
、

そ
れ
ら
の
前
後
を
含
め
て
、
以
下
引

用
し
ま
す
。

　　
「
神
様
が
協
助
を
せ
ず
、
霊
界
が

協
助
を
し
な
い
の
で
、
霊
界
が
協
助

で
き
る
勝
利
的
基
盤
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
様
が
協
助
で

き
る
勝
利
的
基
盤
が
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
？ 

自
分
自
身
の
中
に
あ
り
ま

せ
ん
。
先
生
を
つ
か
ん
で
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
も
今
ま
で

絶
対
信
仰
、
絶
対
愛
、
絶
対
服
従
で

束
ね
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
別
の
何

も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
言
葉
が
な
く
、

私
の
主
張
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
見
出
し
：
垣
根
を
作
っ
て
あ
げ
、

お
母
様
を
保
護
し
て
あ
げ
て
い
る

　

お
母
様
は
ど
れ
ほ
ど
大
胆
な
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
原
理

原
則
を
中
心
と
し
て
天
の
国
の
天
法

生
活
に
入
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と

す
ぐ
に
引
っ
か
か
る
状
況
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
心
の
行
く

ま
ま
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
に
私
が
垣
根

を
つ
く
っ
て
あ
げ
、
蘇
生
時
代
か
ら

国
家
解
放
圏
ま
で
も
お
母
様
を
保
護

し
て
あ
げ
る
責
任
を
今
、
し
て
い
ま

す
。
垣
根
に
な
る
そ
れ
が
、
自
分
の

垣
根
圏
と
同
等
な
位
置
で
な
さ
れ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
が
築
い

て
あ
げ
た
垣
根
と
な
る
前
に
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

お
母
様
が
ど
の
よ
う
に
神
様
の
夫

人
の
位
置
に
出
ま
す
か
？　

堕
落
し

た
女
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
真
の
父

母
の
夫
人
の
位
置
に
出
ま
す
か
？ 

真
の
僕
の
夫
人
の
位
置
も
で
き
な
い

で
、
追
い
か
け
回
さ
れ
て
で
す
。
そ

れ
を
殺
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
の
に

と
い
う
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
を

つ
か
ま
え
て
神
様
の
夫
人
の
位
置
に

立
て
ま
す
か
？　

そ
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
馬
鹿
げ
た
行
動
が
ど
こ
に

あ
り
ま
す
か
？　

統
一
教
会
の
皆
さ

ん
が
そ
う
な
の
で
す
」

　　

真
の
お
父
様
が
、
真
の
お
母
様
を

「
神
様
の
夫
人
の
位
置
に
立
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
言
及
す
る
」
と
し

て
い
る
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
の
翻

訳
文
を
、
教
理
研
究
院
の
翻
訳
文
と
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比
較
し
て
検
証
し
ま
す
。

　　
「
お
母
さ
ん
が
ど
う
し
て
神
様
の

夫
人
の
位
置
に
立
て
ま
す
か
」（『
統

一
教
会
の
分
裂
』
の
翻
訳
）

　
「
お
母
様
が
ど
の
よ
う
に
神
様
の

夫
人
の
位
置
に
出
ま
す
か
？
」（
教

理
研
究
院
の
翻
訳
）

　　
『
統
一
教
会
の
分
裂
』
が
「
ど
う

し
て
」
と
訳
し
た
原
文
は
、
韓
国
語

で
「
어
떻
게
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「W

hy

」
の
意
味
で
訳
し

ま
す
。
ゆ
え
に
、
そ
の
後
に
続
く
文

章
が
全
て
、
神
様
の
夫
人
の
位
置
に

立
て
ら
れ
な
い
理
由
の
み
言
と
し
て

読
め
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

こ
で
の
「
어
떻
게
」
の
正
確
な
意
味

は
「W

hy

」
で
は
な
く
、「H

ow

」

で
あ
り
、「
ど
の
よ
う
に
」
が
正
し

い
訳
語
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

み
言
は
、「
お
母
様
を
ど
の
よ
う
に

神
様
の
夫
人
の
位
置
に
」
と
い
う
状

況
、
状
態
、
方
法
な
ど
を
尋
ね
て
お

ら
れ
る
み
言
な
の
で
す
。

　

ま
た
、「
立
て
ま
す
か
」
と
訳
し

て
い
る
原
文
を
見
る
と
、
韓
国
語
で

「
나
가
나
？
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
「
立
て
ま
す
か
」
と
訳

し
、
疑
問
符
の
「
？
」
も
省
略
し
て

い
ま
す
。
こ
の
「
お
母
さ
ん
が
ど
う

し
て
神
様
の
夫
人
の
位
置
に
立
て
ま

す
か
」
と
の
訳
文
を
読
め
ば
、
ま
る

で
、
真
の
お
母
様
の
不
従
順
な
姿
に

真
の
お
父
様
が
苦
心
し
て
お
ら
れ
、

神
様
の
夫
人
の
位
置
を
否
定
し
て

語
っ
て
お
ら
れ
る
深
刻
な
み
言
で
あ

る
か
の
よ
う
に
読
め
ま
す
。

　

し
か
し
、
韓
国
語
の
「
나
가
나
？
」

は
、「
나
가
다
（
動
詞
） 

＋ 

나
？

（
疑
問
）」
の
形
で
す
。「
나
가
다
」

は
動
詞
で
あ
り
、
一
般
的
に
「
出
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

「
立
て
る
」
は
誤
訳
で
す
。

　

そ
し
て
、「
나
？
」
は
疑
問
形
で

す
が
、
こ
れ
は
、
少
し
驚
い
て
い
る

と
き
に
使
わ
れ
る
表
現
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
、「
나
가
나
？
」
は
「
出
ま
す

か
？
」
と
す
る
の
が
適
訳
な
の
で
す
。

　

こ
の
「
お
母
様
が
ど
の
よ
う
に
神

様
の
夫
人
の
位
置
に
出
ま
す
か
？
」

は
、
そ
の
前
で
語
ら
れ
た
状
況
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
真
の
お
父
様
が

「
お
母
様
が
（
そ
の
よ
う
な
状
況

で
）
ど
の
よ
う
に
神
様
の
夫
人
の

位
置
に
出
ま
す
か
？
」
と
尋
ね
て

お
ら
れ
る
内
容
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、『
統
一
教
会
の
分

裂
』
日
本
語
版
は
疑
問
符
「
？
」

を
省
略
し
、
さ
ら
に
「
立
て
ま
す

か
」
と
〝
誤
訳
〟
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
は
、

最
も
重
要
な
部
分
を
カ
ッ
ト
し
て

0

0

0

0

0

い
ま
す

0

0

0

。
そ
れ
が
、
最
後
に
訳
し

た
「
統
一
教
会
の
皆
さ
ん
が
そ
う

な
の
で
す
」
の
部
分
で
す
。

　

こ
の
一
文
が
入
る
こ
と
で
、
真

の
お
父
様
が
指
摘
し
て
お
ら
れ

る
「
馬
鹿
げ
た
行
動
」
の
人
物
と

は
、
真
の
お
母
様
で
は
な
く
「
統

一
教
会
の
皆
さ
ん
」
で
あ
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
ま
す
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
、『
統
一
教

会
の
分
裂
』
の
「
創
始
者
が
韓
鶴

子
を
神
様
の
夫
人
の
位
置
に
立
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
及
す
る
」

と
い
う
主
張
は
完
全
な
誤
り
で
あ

る
こ
と
が
明
白
と
な
り
ま
す
。
結

局
、
こ
の
み
言
は
、
真
の
お
父
様
が
、

真
の
お
母
様
以
外

0

0

0

0

0

0

0

の
統
一
教
会
の
女

性
た
ち
に
対
し
て
、「
皆
さ
ん
を
神

様
の
夫
人
の
位
置
に
立
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
」、「
お
母
様
し
か

0

0

0

0

0

神
様
の

夫
人
の
位
置
に
立
て
ら
れ
な
い
」
と

言
及
し
て
お
ら
れ
る
み
言
だ
っ
た
の

で
す
。

　

こ
の
肝
心
な
部
分
の
〝
み
言
隠
蔽
〟

と
〝
誤
訳
〟
は
、
金
鍾
奭
氏
お
よ
び

翻
訳
者
が
真
実
を
伝
え
る
た
め
に

〝
事
実
〟
に
基
づ
い
て
書
物
を
世
に

出
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
何
と

し
て
で
も
、
真
の
お
母
様
を
お
と
し

め
よ
う
と
す
る
目
的
と
動
機
を
も
っ

て
、『
統
一
教
会
の
分
裂
』
を
策
略

的
に
著
し
、
出
版
し
て
い
る
こ
と
を

裏
付
け
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
真
の
お
母
様
を
お
と

し
め
よ
う
と
す
る
不
純
な
動
機
か
ら

な
さ
れ
る
、
彼
ら
の
み
言
の
悪
用
に

だ
ま
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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